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業績予想と実績との差異及び特別損失(個別決算)の計上に関するお知らせ 
  

  2022年２月９日に公表した 2022年３月期の通期連結業績予想と本日公表の実績値との差異及び個別

決算において特別損失を計上いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。  

 

記 

 

１．2022年３月期通期連結業績予想と実績値の差異（2021年４月１日～2022 年３月 31日）  

                           (単位：百万円）  

  

売上高  営業利益  経常利益  

親会社株主に

帰属する 

当期純利益  

１株当たり 

当期純利益 

（円 銭） 

前回発表予想（A）  50,000  200  500  300  30.63  

実績（B）  51,056  181  1,037  559  57.06  

増減額（B-A）  1,056  △18  537  259  ―  

増減率（％）  2.1  △9.4  107.6  86.3  ―  

（ご参考）前期実績  

（2021 年３月期）  
53,928  4,563  4,073  2,764  277.91  

  

２．差異の理由  

売上高は想定を若干上回る水準で推移しましたが、営業利益は年度末にかけての急激な円安進行

の影響を受け在外子会社費用の円換算額が増加、前回発表予想を若干下回りました。 

経常利益は年度を通じて為替レートが円安に推移したことから、外貨取引決済にかかる為替差益

が増加、親会社株主に帰属する当期純利益も在外子会社での繰延税金資産計上により増加し、それ

ぞれ前回発表予想を上回りました。 

 

３．特別損失(個別決算)の内容及び連結業績に与える影響 

   当社が保有する連結子会社 PT.MATSUOKA INDUSTRIES INDONESIA株式の実質価額が著しく下落し

たため、2022 年３月期の個別決算において、関係会社株式評価損 672 百万円を特別損失に計上い

たしました。  

なお、関係会社株式評価損は連結決算においては消去されるため、2022 年３月期の連結業績に

与える影響はありません。                             

以  上  


